
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 
学 校 名 養老町立上多度小学校 

実 施 期 間 平成２４年１１月２日（金） 

実 施 概 要  ①祖父母・保護者の授業参観 
 ②祖父母、保護者と一緒に学年に応じた体験活動 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 
 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １７０ 人

（祖父母を含む）
計   １７０ 人

地域関係者 ０ 人

実 施 状 況 ・祖父母参観を実施、祖父母だけでなく、保護者も多数来校された。 
・２限、３限で実施。 
◇２限目は１～３年生は授業参観、４～６年生は祖父母や保護者と交流活動を実施

４年生・・・軽スポーツ 
体育館で、輪投げ・キンポール的あて・ペタンク等を祖父母や保護者と一緒に楽

しんだ。ペタンクは、祖父母の方にコツを教えてもらい、一緒にゲームを行った。

５・６年･･･カードゲーム 
縦割りのファミリー毎に分かれ、学習室、プレイルームで、漢字パズル神経衰弱

百人一首の坊主めくりを楽しんだ。 
◇３限目は１～３年生は祖父母や保護者と交流活動４～６年生は授業参観を実施 
１・２年･･･昔の遊び 

教室、生活科室、プレイルームで、かるた、だるま落とし、剣玉、こま回し、お

手玉、あやとり、羽根突き、メンコ、おはじきを、祖父母や保護者の方に教えても

らいながら、一緒に行った。 
３年生・・・軽スポーツ 

体育館で、輪投げ・キンボール的あて・ペタンクを一緒に行った。 
成果及び課題 ・祖父母は、毎年この時期に行う祖父母参観をとても楽しみにされ、児童もこの

日をとても楽しみにしている。ほとんどの児童の祖父母が参加して、孫の授業

の様子を見たり、一緒にゲームやスポーツを楽しんだりすることができた。祖父

母だけでなく、保護者も多数参観された。兄弟で在籍している児童に対して、

一人一人の児童に祖父母や保護者がついて一緒に活動してくださった。 
・低学年の昔の遊びでは、祖父母からやり方を教えてもらったり、一緒に遊んだ

りして、普段ほとんどやることのない昔の遊びにふれることができた。遊び方を

教えてもらって興味を持ち、家でも祖父母と一緒に遊ぶ児童もいた。ゲームや

テレビ等で遊ぶことが多い児童にとって、一緒に遊ぶ昔の遊びは、よい体験だ

った。 
・中学年の軽スポーツでは、祖父母の方が上手く、コツを教えてもらいながら楽

しむことができた。 
・高学年でも、漢字や百人一首は祖父母の方の知識が豊富で、祖父母の偉大さを

改めて感じる児童も多かった。 
・軽スポーツは、お年寄りにとってはハードな内容もあり、若い子どもたちと一

緒に活動することが危険なこともあり、内容を吟味する必要がある。 
・お年寄りの参加もあるため、１時間のスポーツや立ったままで授業参観される

ことも考え、椅子の準備や時間配分を工夫する必要がある。 
・一緒に活動する時間をもう少し増やしていく。 

 


